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亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究
所
と
新
疆
財
経
大
学
経

済
研
究
院
と
の
共
同
研
究
調
査
の
一
環
で
序
盤
の
ウ

ル
ム
チ
の
み
に
参
加
し
た
。
筆
者
は
こ
の
う
ち
「
金

融
マ
ン
的
視
点
」
か
ら
ウ
ル
ム
チ
を
概
観
し
報
告
す

る
こ
と
と
す
る
。

ウ
ル
ム
チ
の
産
業
概
観

　

産
業
と
し
て
は
、
小
麦
・
水
稲
・
綿
花
・
果
物
生
産
、

木
材
加
工
、
畜
産
品
加
工
や
、
金
・
銀
・
鉄
・
石
油
・

石
炭
な
ど
の
鉱
業
も
盛
ん
で
あ
る
が
、
最
近
で
は
重

化
学
工
業
化
が
急
速
に
進
展
し
て
い
る
。
即
ち
、
ウ

ル
ム
チ
は
単
な
る
オ
ア
シ
ス
都
市
で
は
な
く
、
現

在
、
発
展
し
て
い
る
製
造
業
と
し
て
は
風
力
発
電
設

備
製
造
、
鉄
鋼
業
、
食
品
、
家
具
製
造
、
自
動
車
関

連
産
業
機
械
設
備
製
造
、
電
子
産
品
製
造
、
金
属
な

ど
が
あ
る
。

今
後
は
こ
れ
ら
の
企
業
を
輸
出
加
工
型
、
新
技
術
開

発
型
、
ソ
フ
ト
開
発
も
含
め
た
最
新
技
術
型
に
育

て
、
更
に
物
流
な
ど
を
含
め
た
第
三
次
産
業
の
発
展

を
誘
引
、
そ
し
て
そ
の
結
果
と
し
て
国
内
有
数
企
業

の
誘
致
や
外
国
企
業
の
誘
致
を
促
進
、
ま
た
交
易
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
確
立
も
目
指
し
て
い
き
た
い
と
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
産
業
の
工
業
化
と
商
業

分
野
の
融
合
的
発
展
な
ど
に
注
力
し
て
い
こ
う
と
し

て
い
る
と
現
地
訪
問
の
中
で
は
感
じ
ら
れ
た
。

ま
た
、
北
京
を
は
じ
め
と
す
る
大
都
市
か
ら
の
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
ツ
ア
ー
を
す
る
漢
族
は
多
く
、
旅
行

ば
か
り
か
、
こ
の
地
域
で
不
動
産
を
購
入
す
る
漢

族
の
動
き
も
拡
大
し
て
い
る
点
、
今
回
の
調
査
の

中
で
、
各
所
で
報
告
さ
れ
て
い
た
。

一
方
、
当
地
の
人
件
費
は
意
外
に
高
く
、
例
え
ば
、

一
つ
の
事
例
と
し
て
ウ
ェ
イ
ト
レ
ス
の
月
収
は
一
、

三
〇
〇
～
一
、五
〇
〇
人
民
元
程
度
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
預
金
金
利
も
意
外
に
高
く
三
ヶ
月
物

で
六
・
一
五
％
な
ど
、
銀
行
が
資
金
を
吸
収
し
て
、

貸
出
な
ど
の
資
金
運
用
を
高
金
利
で
行
な
う
ほ
ど

の
地
元
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ま
だ
ま
だ
残
っ
て
い
る

こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
水
準
で
あ
っ
た
。

日
本
企
業
に
と
っ
て
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境

　

上
述
し
た
通
り
、
ウ
ル
ム
チ
に
は
間
違
い
な
く

経
済
発
展
の
勢
い
が
あ
り
、
ま
た
、
今
回
の
出
張

で
見
る
限
り
で
は
、
砂
嵐
を
起
こ
す
ほ
ど
の
風
力

に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
る
風
力
発
電
と
中
央
ア
ジ
ア

か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
原
料
と

す
る
火
力
発
電
な
ど
に
よ
っ
て
、
現
地
の
電
力
供

給
に
大
き
な
懸
念
は
な
く
、
ま
た
、
天
山
山
脈
か

ら
齎
さ
れ
る
水
を
引
き
、
現
在
で
は
、
水
供
給
に

も
問
題
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
今
後
は
高
速

鉄
道
建
設
の
予
定
も
あ
り
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
早
期

整
備
も
期
待
さ
れ
る
な
ど
、
基
礎
イ
ン
フ
ラ
に
関
し

て
は
、
大
き
な
危
惧
は
無
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。

人
件
費
は
や
や
高
い
と
思
わ
れ
る
も
の
の
、
ビ
ジ
ネ

ス
コ
ス
ト
全
般
で
は
、
他
国
、
他
中
国
地
域
と
比
較

す
れ
ば
、
さ
ほ
ど
高
く
は
な
く
、
ま
た
現
地
金
融
も

信
用
・
担
保
の
問
題
を
上
手
に
ク
リ
ア
し
つ
つ
対
応

可
能
と
も
思
わ
れ
る
。
弁
護
士
や
会
計
士
、
Ｉ
Ｔ
イ

ン
フ
ラ
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
面
に
近
い
イ
ン
フ
ラ
も

投
資
環
境
が
悪
い
と
規
定
す
る
ほ
ど
の
材
料
は
見

当
た
ら
な
か
っ
た
。

従
っ
て
、
ウ
ル
ム
チ
と
日
本
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
阻

害
す
る
致
命
的
な
要
因
は
さ
ほ
ど
見
当
た
ら
な
い
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
日
本
企
業
が
ウ
ル
ム
チ
と

ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を
探
り
出
す

こ
と
も
簡
単
で
は
な
い
。
北
京
か
ら
ジ
ェ
ッ
ト
機
で

約
四
時
間
、
北
京
・
東
京
よ
り
も
離
れ
て
い
る
内
陸

都
市
・
ウ
ル
ム
チ
と
日
本
企
業
を
結
ぶ
接
点
は
何
か

を
考
え
て
い
く
と
、
そ
の
解
は
決
し
て
簡
単
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
う
し
た
中
で
、
日
本
企
業
が
投
資
を
す
る
際
に
頼

り
と
な
る
で
あ
ろ
う
輸
出
加
工
区
に
つ
い
て
、
そ
し

て
、
現
地
調
査
を
行
っ
て
い
く
に
必
要
な
旅
行
社
に

関
す
る
情
報
を
以
下
に
報
告
す
る
。

ウ
ル
ム
チ
市
経
済
技
術
開
発
区
・
輸
出
加
工
区

　

一
九
九
四
年
に
設
立
さ
れ
た
開
発
区
に

二
〇
〇
三
年
に
は
輸
出
加
工
区
が
加
わ
り
拡
大
、
更

に
、
今
年
か
ら
地
域
の
行
政
単
位
が
加
わ
っ
て
、
地

方
の
発
展
の
為
に
設
立
さ
れ
た
、
職
住
接
近
の
大
き

な
行
政
単
位
と
な
っ
て
い
る
。

真　

田　

幸　

光

　
「
ウ
ル
ム
チ
の
潜
在
力
」
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敷
地
面
積
は
四
八
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
九
区

に
二
十
二
万
人
が
住
み
、
仕
事
を
持
ち
、
大
小
併

せ
て
四
、〇
〇
〇
社
の
企
業
が
区
内
に
所
在
し
て
い

る
。
世
界
五
〇
〇
大
企
業
が
十
三
社
、
中
国
本
土

五
〇
〇
大
企
業
が
二
〇
社
存
在
し
、
今
後
は
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
開
発
用
の
区
域
の
発
展
に
努
め
る
計
画
で

あ
る
。
ま
た
、
風
力
発
電
機
械
製
造
や
ア
ル
ミ
製

造
で
は
中
国
本
土
最
大
の
企
業
も
所
在
し
て
い
る
。

食
品
加
工
分
野
も
強
い
。
区
内
に
は
二
十
九
の
研
究

開
発
期
間
も
存
在
し
て
い
る
。

　

全
国
一
一
六
の
経
済
開
発
区
の
中
で
、
二
一
六
項

目
か
ら
な
る
審
査
を
経
た
経
済
実
力
度
で
は
全
国

三
十
二
位
に
位
置
す
る
経
済
開
発
区
で
あ
り
、
西
方

地
域
で
は
、
成
都
、
重
慶
、
西
安
に
次
ぐ
経
済
開
発

区
と
な
っ
て
い
る
。

　

二
〇
〇
六
～
二
〇
一
〇
年
の
第
十
一
次
五

カ
年
計
画
期
間
中
は
区
内
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
年
平
均

二
十
六
・
四
％
伸
び
、
二
〇
一
〇
年
の
区
内
Ｇ
Ｄ
Ｐ

は
約
二
五
〇
億
人
民
元
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を

二
〇
一
五
年
に
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
六
九
五
億
人
民
元
に
引

き
上
げ
る
計
画
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
際
の

財
政
収
入
は
九
〇
億
人
民
元
、
更
に
区
内
に
一
つ
の

一
〇
〇
億
人
民
元
企
業
、
三
つ
の
五
〇
億
人
民
元
企

業
を
誕
生
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

一
方
、
今
後
は
工
業
団
地
分
野
と
都
市
建
設
を
同

時
並
行
で
推
進
、
エ
コ
ビ
ジ
ネ
ス
を
推
進
、
環
境
、

緑
地
化
に
配
慮
し
た
都
市
建
設
、
更
に
医
療
、
介
護
、

住
宅
、
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
て
い
る
福
祉

充
実
型
都
市
も
目
指
し
た
い
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
地
域
に
現
在
所
在
し
て
い
る
外
資
系
企
業

関
連
の
案
件
は
三
十
三
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
三
十
四

社
、
そ
の
投
資
額
は
五
・
七
億
米
ド
ル
で
あ
り
、

こ
れ
は
二
〇
〇
六
～
二
〇
一
〇
年
に
一
年
平
均

二
〇
％
の
伸
び
を
示
し
て
い
る
。
日
本
の
投
資
企
業

は
今
の
と
こ
ろ
は
な
い
。
日
本
に
留
学
し
て
い
た
中

国
人
が
日
本
の
技
術
を
持
ち
込
み
、
水
稲
栽
培
を
行

な
っ
て
い
る
程
度
が
日
本
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
ウ
ル
ム
チ
か
ら
の
交
通
ア
ク
セ
ス
が
鉄

道
の
再
拡
大
、
空
港
の
再
整
備
な
ど
に
よ
っ
て
充

実
さ
れ
、
貿
易
分
野
の
拡
大
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

現
行
の
貿
易
総
額
は
五
七
・
二
億
米
ド
ル
、
こ
れ
を

二
〇
一
五
年
に
は
六
十
八
億
米
ド
ル
に
し
た
い
と

し
て
い
る
。

　

輸
出
入
比
率
は
、
輸
出
＝
７
：
輸
入
＝
３
と

な
っ
て
お
り
、
主
要
な
輸
出
先
は
カ
ザ
フ
ス
タ
ン

七
〇
％
、
そ
の
他
は
キ
ル
ギ
ス
タ
ン
や
ト
ル
ク
メ

ニ
ス
タ
ン
と
な
っ
て
お
り
、
主
要
輸
出
品
は
衣
料
、

生
活
用
品
、
輸
入
は
や
は
り
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
な
ど
と

の
間
で
、
欧
州
製
の
各
種
機
械
製
品
や
石
油
を
は
じ

め
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
輸
入
し
て
い
る
。

　

外
資
系
企
業
誘
致
に
も
積
極
的
で
あ
り
、
西
方
地

域
か
ら
中
央
ア
ジ
ア
、
そ
し
て
東
欧
、
欧
州
を
望
む

橋
頭
堡
と
し
て
、
こ
の
開
発
区
・
加
工
区
は
一
つ
の

大
き
な
候
補
と
な
ろ
う
。

新
疆
中
国
国
際
旅
行
社

　

同
社
は
既
に
一
九
七
〇
年
代
よ
り
、
中
国
国
際
旅

行
社
総
社
の
新
疆R

epresentative

と
し
て
存
在

し
、
新
疆
か
ら
外
に
出
る
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
の
仕
事

よ
り
も
、
新
疆
に
内
国
人
、
外
国
人
を
呼
び
込
む
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
仕
事
を
旨
と
す
る
旅
行
社
で
あ
っ

た
。
ま
た
当
初
は
外
国
旅
行
社
と
の
直
接
コ
ン
タ
ク

ト
が
出
来
ず
、
中
国
国
際
旅
行
社
の
代
理
事
務
の
み

を
行
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
は
直
接
コ
ン
タ
ク
ト

が
可
能
と
な
り
、
そ
の
後
の
日
本
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
は

Ｊ
Ｔ
Ｂ
（
当
時
は
日
本
交
通
公
社
）
の
仕
事
が
初
め

て
と
な
っ
た
。

　

現
在
は
、
上
場
は
し
て
い
な
い
も
の
の
、
株
式

公
開
を
さ
れ
て
お
り
、
中
国
国
際
旅
行
社
が
最
大

株
主
で
は
あ
る
も
の
の
、
経
営
陣
を
中
心
と
す
る

幹
部
が
約
三
〇
％
の
シ
ェ
ア
を
保
有
す
る
企
業
と

な
っ
て
い
る
。
か
つ
て
は
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
ツ
ア
ー

な
ど
を
含
め
て
利
益
率
の
高
い
ビ
ジ
ネ
ス
も
多
く

あ
っ
た
が
、
最
近
で
は
日
中
関
係
の
悪
化
、
新
疆
地

域
南
部
の
不
安
定
さ
な
ど
を
背
景
に
、
外
国
人
ビ
ジ

ネ
ス
は
不
冴
え
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、「
中
国
人
の
日
本
観
光
に
関

す
る
ア
レ
ン
ジ
拡
大
」
を
図
る
と
共
に
、「
日
本
人

観
光
客
の
誘
致
を
、
日
本
の
空
港
と
敦
煌
を
直
接
結

ぶ
一
〇
〇
～
一
五
〇
人
く
ら
い
の
ツ
ア
ー
を
企
画

し
、
直
行
チ
ャ
ー
タ
ー
便
を
就
航
さ
せ
る
。

　

更
に
こ
れ
に
際
し
て
、
日
本
か
ら
は
伊
勢
海
老
な

ど
の
海
産
物
を
、
中
国
本
土
か
ら
は
乾
燥
棗
や
乾
燥

イ
チ
ジ
ク
な
ど
の
ド
ラ
イ
・
フ
ル
ー
ツ
を
貨
物
と
し

て
組
み
込
み
、
利
益
率
の
高
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
し
た
い

と
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
を
組
む
日
本
側

の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
求
め
て
い
る
。」
と
の
コ
メ
ン
ト

が
あ
っ
た
。

　

上
述
し
た
通
り
、
ウ
ル
ム
チ
と
日
本
企
業
を
結

ぶ
接
点
は
今
の
と
こ
ろ
、
少
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
そ
の
潜
在
性
に
は
大
い
に
注
意
を
払
い
な

が
ら
、
ウ
ル
ム
チ
の
発
展
を
、
見
守
り
た
い
。

（
さ
な
だ 

ゆ
き
み
つ
・
愛
知
淑
徳
大
学
教
授
）
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